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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西　

真
紀
子

　

前
回
提
示
し
た
歯
科
医
療
費
以
外
の
項

目
を
補
足
す
る
と
﹇
１
﹈、「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
断
層
撮
影
」
１
８
２
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約

１
０
ク
ロ
ー
ネ
（
約
12
万
円
）
で
あ
る
。

　

外
科
処
置
で
は
、「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
植

立
」
１
本
が
２
５
４
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約
３

万
３
千
円
）、「
Ｇ
Ｔ
Ｒ
ま
た
は
エ
ナ

メ
ル
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ン
パ
ク
質
の

応
用
」
は
１
７
６
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約

２
万
３
千
円
）
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
歯
内
療
法
で
は
、「
３
根
管
の

清
掃
と
充
填
」
が
５
０
１
５
ク
ロ
ー

ネ
（
約
６
万
６
千
円
）
で
あ
る
。
顎

関
節
治
療
の
う
ち
、「
生
理
学
的
診

断
に
基
づ
い
て
硬
質
ア
ク
リ
ル
レ
ジ

ン
製
を
装
着
す
る
」
が
片
顎
で
３
４

１
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約
４
万
５
千
円
）

で
あ
る
。

審
美
目
的
に
は

審
美
目
的
に
は

付
加
価
値
税

付
加
価
値
税

　
「
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
」
や
「
漂
白
」

（
全
顎
で
４
５
７
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約

６
万
１
千
円
）、
審
美
的
理
由
に
よ

る
補
綴
な
ど
の
審
美
歯
科
に
は
付
加

価
値
税
（
25
％
）
が
含
ま
れ
て
い

る
。ま
た
、第
７
回
で
説
明
し
た
政
府

か
ら
の
補
助
金
は
適
用
で
き
な
い
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と

日
本
の
違
い

日
本
の
違
い

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
同
じ
項
目

の
処
置
で
も
、
一
般
歯
科
医
と
専
門

医
で
は
、
専
門
医
の
方
が
30
％
割
増

し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
歯
科
衛
生

士
の
業
務
範
囲
が
広
く
、
検
査
、
診

断
、
Ｘ
線
写
真
撮
影
、
局
所
麻
酔
な

ど
も
で
き
る
。
イ
ン
レ
ー
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。
外
開
き
の
窩
洞
が
破
折

を
誘
引
し
や
す
い
た
め
で
あ
る
。

２
万
４
千
円
）、「
唾
液
分
泌
量
測

定
」
５
７
０
ク
ロ
ー
ネ
（
約
８
千

円
）、「
口
腔
疾
患
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
と
指
導
」
４
３
５
ク

ロ
ー
ネ
（
約
６
千
円
）、「
60
分
以
上

の
行
動
変
容
療
法
」
９
８
０
ク
ロ
ー

ネ
（
約
１
万
３
千
円
）
と
い
っ
た
項

目
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
ー
ル
セ
ラ
ミ
ッ
ク
や

オ
ー
ル
セ
ラ
ミ
ッ
ク
や

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
も
含
む

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
も
含
む

　

補
綴
に
関
し
て
は
、「
ク
ラ
ウ

ン
」
は
１
本
５
７
３
０
ク
ロ
ー
ネ

（
約
７
万
６
千
円
）、
オ
ー
ル
セ
ラ

ミ
ッ
ク
の
場
合
は
６
７
５
１
ク
ロ
ー

ネ
（
約
９
万
円
）
で
あ
る
。「
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
の
上
部
構
造
ク
ラ
ウ
ン
」

は
７
６
９
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約
10
万
２

千
円
）、
オ
ー
ル
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
場

合
は
８
７
１
６
ク
ロ
ー
ネ
（
約
11
万

６
千
円
）
で
あ
る
。「
鋳
造
鈎
と
鋳

造
フ
レ
ー
ム
の
部
分
床
義
歯
」
は
１

０
６
９
５
ク
ロ
ー
ネ
（
約
14
万
２
千

円
）、「
全
部
床
義
歯
」
は
片
顎
９
０
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スウェーデンの成人歯科医療費（下）

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑪

18
年
度
予
算
案

　

２
０
１
８
年
度
予
算
案

の
国
会
審
議
が
始
ま
っ

た
。
一
般
会
計
総
額
は
97

兆
７
１
２
８
億
円
に
上

り
、
過
去
最
大
を
更
新
し

た
。
国
民
の
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
社
会
保
障
費
は

抑
制
す
る
一
方
、
新
た
な

借
金
を
積
み
上
げ
て
防
衛

費
や
公
共
事
業
費
に
手
厚

く
配
分
す
る
不
公
平
な
構

図
に
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
の
大
き
な
特
徴

は
、
社
会
保
障
費
の
増
額

幅
を
約
５
千
億
円
に
抑
え

る
た
め
、
診
療
報
酬
全
体

の
改
定
率
を
１
・
19
％
引

き
下
げ
た
こ
と
だ
。
高
齢

化
に
よ
る
「
自
然
増
」
分

を
１
３
０
０
億
円
カ
ッ
ト

し
、
予
算
計
上
を
32
兆
７

１
２
８
億
円
に

と
ど
め
た
。
自

公
政
権
下
で
の

診
療
報
酬
改
定

は
７
回
連
続
で
マ
イ
ナ
ス

と
な
り
、
医
療
分
野
を
狙

い
撃
ち
に
す
る
姿
勢
を
鮮

明
に
し
て
い
る
。

　

首
相
が
「
国
難
」
と
し

た
少
子
高
齢
化
問
題
で

は
、
選
挙
公
約
の
幼
児
教

育
無
償
化
を
先
送
り
。
一

方
で
、
生
活
保
護
の
母
子

加
算
や
児
童
養
育
加
算
の

削
減
を
予
算
に
盛
り
込
ん

だ
。
貧
困
と
格
差
を
助
長

し
、「
国
難
」
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
冷
酷
な
対
応

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

政
府
は
当
然
の
ご
と
く

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
税

前
の
13
年
度
と
比
べ
て
社

会
保
障
費
は
３
・
９
兆
円

し
か
増
え
て
い
な
い
。
増

収
分
の
半
分
以
上
を
他
分

野
に
流
用
し
て
い
る
の
が

実
態
だ
。

　

同
じ
「
国
難
」
に
位
置

闘
機
や
オ
ス
プ
レ
イ
の
購

入
に
巨
費
を
投
じ
る
だ
け

で
な
く
、
敵
基
地
攻
撃
力

を
有
す
る
巡
航
ミ
サ
イ
ル

導
入
費
を
計
上
し
た
こ
と

だ
。
国
是
で
あ
る
「
専
守

防
衛
」
を
揺
る
が
す
深
刻

な
事
態
で
あ
り
、
平
和
国

料
サ
イ
ク
ル
の
予
算
も
温

存
し
た
。「
聖
域
な
き
歳

出
改
革
」
は
見
る
影
も
な

く
、
国
の
借
金
は
８
８
３

兆
円
と
過
去
最
大
を
更
新

し
た
。

　

社
会
保
障
を
縮
小
し
、

軍
備
拡
大
を
推
進
す
る
政

府
の
予
算
案
は
、
生
存
権

保
障
や
非
戦
を
誓
っ
た
憲

法
の
理
念
に
真
っ
向
か
ら

反
す
る
。
国
民
生
活
を
置

き
去
り
に
し
た
ま
ま
で
は

経
済
成
長
は
続
か
ず
、
財

政
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
も
で
き
な
い
。
協
会

は
、
憲
法
に
軸
足
を
置
い

た
予
算
へ
の
抜
本
転
換

と
、
社
会
保
障
の
充
実
を

求
め
て
い
く
。

付
け
た
北
朝
鮮
問
題
は
予

算
対
応
が
全
く
異
な
る
。

防
衛
費
は
６
年
連
続
の
増

額
で
過
去
最
大
の
５
兆
１

９
１
１
億
円
を
計
上
。
軍

事
力
の
増
強
方
針
を
鮮
明

に
し
て
い
る
。
見
過
ご
せ

な
い
の
は
、
ス
テ
ル
ス
戦

家
に
あ
る
ま
じ
き
軍
事
予

算
だ
。

　

内
部
留
保
を
た
め
込
む

大
企
業
向
け
に
は
、「
賃

上
げ
」
を
口
実
に
さ
ら
な

る
減
税
策
を
用
意
。
大
型

公
共
投
資
の
予
算
を
増
額

し
、
原
発
再
稼
働
や
核
燃

社
会
保
障
費
削
減
を
進
め

て
い
る
が
、
消
費
税
増
税

時
の
国
民
と
の
約
束
を
忘

れ
て
は
い
な
い
か
。「
社

会
保
障
の
維
持
・
充
実
」

を
理
由
に
税
率
を
８
％
に

引
き
上
げ
、
年
間
８
兆
円

も
の
税
収
を
確
保
し
た
。

社
会
保
障
削
り
軍
備
膨
張

診
療
ユ
ニ
ッ
ト
。
引
き
出
し
の
中
に
物
を
仕
舞
う
の

が
基
本
で
、
台
の
上
が
す
っ
き
り
と
し
て
い
る

　

協
会
は
１
月
13
日
、
保
険

医
会
館
で
第
10
回
理
事
会
を

開
き
、
診
療
報
酬
改
定
対
策

を
は
じ
め
と
す
る
当
面
の
運

動
対
策
、
５
月
の
通
常
評
議

員
会
に
向
け
た
準
備
な
ど
の

会
務
運
営
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

　

年
頭
あ
い
さ
つ
し
た
小
澤

力
理
事
長
は
安
倍
政
権
が
狙

う
憲
法
改
正
に
触
れ
、「
歯

科
医
師
が
歯
科
医
療
に
責
任

を
果
た
す
礎
は
平
和
に
あ

る
」
と
９
条
改
憲
を
許
さ
な

い
た
め
の
３
０
０
０
万
署
名

の
推
進
を
訴
え
た
。

　

医
療
運
動
で
は
、
本
体
０

・
69
％
の
プ
ラ
ス
と
さ
れ
た

歯
科
改
定
の
要
点
に
つ
い
て

報
告
。
初
診
料
・
再
診
料
に

院
内
感
染
対
策
の
新
た
な
施

設
基
準
を
設
け
、
届
出
し
な

い
医
療
機
関
は
初
再
診
料
を

減
算
す
る
な
ど
の
内
容
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
１
月

19
日
締
め
切
り
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
へ
多
く
の
会
員

の
抗
議
の
声
を
集
め
る
。
改

定
内
容
は
、
２
月
４
日
の
政

策
学
習
会
や
新
点
数
中
央
説

明
会
、
地
区
説
明
会
で
周
知

に
努
め
る
。

　

診
療
報
酬
改
善
を
め
ぐ
っ

て
は
１
月
25
日
の
国
会
要
請

行
動
で
「
保
険
で
良
い
歯
科

医
療
の
実
現
を
求
め
る
請
願

署
名
」
を
最
終
提
出
し
、
あ

わ
せ
て
国
会
内
集
会
を
開

く
。
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
と
し

て
、
歯
科
技
工
問
題
の
改
善

へ
向
け
て
同
日
、
厚
労
省
に

要
請
す
る
。

　

「
大
阪
都
構
想
」
の
実
現

を
狙
う
大
阪
市
・
大
阪
府
に

抗
議
す
る
「
大
阪
市
の
存
続

を
求
め
る
署
名
」
は
、
２
月

９
日
開
会
の
大
阪
市
議
会
へ

向
け
２
月
６
日
に
提
出
す

る
。

　

会
務
運
営
で
は
、
５
月
19

日
に
開
く
第
54
回
通
常
評
議

員
会
に
向
け
て
、
２
０
１
８

年
度
予
算
編
成
、
２
０
１
７

年
度
活
動
総
括
の
起
案
準
備

を
進
め
、
３
、
４
月
理
事
会

で
討
議
す
る
。

　

歯
科
臨
床
で
Ｃ
Ｔ
を
使
い

こ
な
す
た
め
の
読
影
法
を
深

め
よ
う
と
、
臨
床
学
術
部
は

２
０
１
７
年
12
月
17
日
、
12

月
度
の
生
涯
研
修
講
座
を
開

い
た
。
広
島
大
学
大
学
院
医

歯
薬
保
健
学
研
究
院
歯
科
放

射
線
学
教
授
の
柿
本
直
也
が

講
演
し
、91
人
が
参
加
し
た
。

　

柿
本
氏
は
Ｃ
Ｔ
画
像
か
ら

読
み
取
れ
る
診
断
情
報
に
つ

い
て
症
例
を
踏
ま
え
て
わ
か

り
や
す
く
解
説
。
Ｃ
Ｔ
画
像

閲
覧
ソ
フ
ト
を
最
小
限
の
操

作
に
と
ど
め
て
い
る
歯
科
医

師
が
少
な
く
な
い
と
指
摘

し
、
多
彩
な
機
能
を
使
い
こ

な
し
て
ほ
し
い
と
激
励
し

た
。
日
常
的
に
よ
く
接
す
る

症
例
を
中
心
に
Ｃ
Ｔ
の
優
位

性
を
豊
富
に
解
説
し
、
診
断

に
役
立
つ
多
く
の
情
報
が
得

ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

対
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
の
優
位

性
と
し
て
Ｃ
Ｔ
が
持
つ
距
離

・
角
度
の
正
確
な
計
測
能
力

を
強
調
し
、「
下
歯
槽
神
経

管
の
走
行
・
分
岐
な
ど
の
正

確
な
状
態
や
上
顎
洞
の
複
雑

な
形
態
の
把
握
に
役
立
ち
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
埋
入
時
な

ど
で
応
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
加
え
て
、

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
２
０
１
７
年
12
月
２

日
、
八
尾
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル

で
「
矯
正
も
予
防
の
時
代
―

子
ど
も
ロ
コ
モ
か
ら
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
ま
で
」
を
テ
ー

マ
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。

中
原
弘
美
氏
（
中
原
歯
科
医

院
副
院
長
・
東
大
阪
市
）
を

講
師
に
26
人
が
参
加
し
た
。

　

中
原
氏
は
、
子
ど
も
の
運

動
不
全
が
及
ぼ
す
口
腔
内
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
住
環
境

の
変
化
を
背
景
に
、
ハ
イ
ハ

イ
し
な
い
で
つ
か
ま
り
立
ち

し
て
し
ま
う
な
ど
子
ど
も
の

発
達
プ
ロ
セ
ス
の
み
だ
れ
を

指
摘
し
た
。
立
位
、
首
の
角

度
、
座
位
な
ど
が
舌
位
に
影

響
す
る
た
め
、
正
し
く
動
く

口
腔
周
囲
筋
が
子
ど
も
の
口

腔
の
健
全
な
発
達
に
繋
が
る

と
指
摘
し
、
正
し
い
食
べ
方

や
姿
勢
に
導
く
こ
と
で
装
置

を
使
用
し
な
く
て
も
予
防
矯

正
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
解

説
し
た
。

 

（
東
大
阪
市
・
中
西
幹
夫
）

Ｃ
Ｔ
の
３
次
元
画
像
は
病
態

を
直
感
的
・
視
覚
的
に
と
ら

え
る
こ
と
を
助
け
、
患
者
へ

の
優
秀
な
説
明
ツ
ー
ル
と
な

り
え
る
と
指
摘
し
た
。

　

柿
本
氏
は
Ｃ
Ｔ
が
被
曝
量

に
関
す
る
安
全
基
準
を
十
分

に
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
た
う
え
で
、
心
配
す

る
患
者
に
は
防
護
服
を
使
用

す
る
な
ど
の
気
配
り
の
必
要

性
も
ア
ド
バ
イ
ス
。「
デ
メ
リ

ッ
ト
を
補
っ
て
余
り
あ
る
便

利
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
た
め
臨

床
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
力
説
し

た
。 

（
港
区
・
平
尾
清
司
）

診断の質を高めるために、
CT活用の意義を語る柿本
氏＝2017年12月17日、Ｍ＆
Ｄホール 　　　　　　　

12
月
度
生
涯
研
修
講
座

Ｃ
Ｔ
の
優
位
性
を
強
調

広
島
大
・
柿
本
氏
が
講
演
臨床学術部

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
講
習
会

予
防
矯
正
を
解
説

第10回理事会

報酬改定対策を論議
パブコメ呼びかけ、点数説明会準備


